
石油化学コンビナート 各メーカー

誘導品 各社工場

消費者

ナフサ

灯油・軽油
           など

丸善石油化学の事業は、ナフサ分解により生産される基礎化学品と、
その副生品から生産される溶剤やナフサに依存しない樹脂製品を
製造・販売する機能化学品の2本柱で展開しています。
ナフサを最後まで無駄なく製品化しながら、
素材としての石油化学製品の総合的な開発に取り組んでいます。

くらしを支える、
丸善石油化学の役割

WHAT WE DO

プラスチックなど 合成繊維など 合成ゴムなど 溶剤など 界面活性剤 半導体

コスモ石油
石油精製会社。原油から精製したナフサや、灯油、軽油、ガソリン留分を供給。

丸善石油化学

機能化学品事業

ナフサから製造。
 エチレン、プロピレン、ブタジエン、
ベンゼン、トルエン、キシレン、
ポリエチレンなど

基礎化学品事業

石油化学基礎製品 化成品
石油化学基礎製品の生産過程
で産出される留分・抽出する副
生成物から製造。

メチルエチルケトンなどの溶剤

半導体フォトレジスト用 
ポリマーなど

ナフサに依存しない樹脂製品。
半導体フォトレジスト用ポリマーなど

エチレンセンター
ガソリン
       など
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編集方針

当社のサステナビリティコミュニケーションブックは、ス
テークホルダーの皆様に、サステナビリティの推進体制や
取り組みを、わかりやすくお伝えすること、および化学物質
を取り扱う企業として、当社製品を安全・安心に使っていた
だくために、環境や安全に関するデータを公開することを
目的として作成しています。
本ブックでは、特に、お伝えしたい取り組みについて、イラス
トや写真などを用いて掲載しています。
その他の取り組みや環境データなどについては、丸善石油
化学「サステナビリティサイト」および同サイト内の「データ
集」にて公開していますのであわせてご覧ください。

 サステナビリティサイト：   
https://www.chemiway-csr.jp/  

         データ集はサステナビリティサイトに掲載しています。

サステナビリティコミュニケーションブック2025の対象

期間：   2024年4月1日～2025年3月31日  
（一部この前後の期間を含みます）

範囲：  丸善石油化学の本社（東京都）、千葉工場・研究開
発センター・機能性樹脂技術開発センター（千葉
県） および四日市工場（三重県）における活動

表紙について
エチレン製造装置の写真に、現場のさまざまな風
景を重ねました。ものづくりを支える人と装置やサ
プライチェーンのつながりを感じていただける表
紙です。

くらしと産業の健全な発展のために
Making Progress & Challenge

 ～人と化学で新時代を切り拓く～
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 価値の広がり
08 非財務中期経営計画
09 丸善石油化学の事業
10 お客様の多様なニーズに応える 
 マルカゾールＲの増産
11 最先端を行く半導体製造に欠かせない 
 フォトレジスト用ポリマーの開発

13 気候変動対策
15 クリーンなエネルギー・製品・ 
 サービスの提供
17 人材の活躍推進・健康増進・ 
 働きがいの向上
21 安全操業・安定供給 
     デジタル変革（DX）
23 ステークホルダー 
 エンゲージメント

25 サステナビリティ推進体制
26 拠点紹介

在りたい姿に向けて

推進体制と拠点のご紹介

価値創造への道

実現に向けた取り組み
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ステークホルダーの皆様へステークホルダーの皆様へ　～トップメッセージ～　～トップメッセージ～

経営者として対話を重んじるとともに、人材
育成を重要なミッションと捉えています

　2025年4月に社長に就任しました。私が今まで企業人と
して、エチレンプラントの建設・運転、営業、経営企画などを
経験した中で、大事にしていることの一つは、対話です。お客
様や従業員だけでなく、パートナー企業や地域社会など、す
べてのステークホルダーの皆様との対話を通じた意思の疎
通が会社経営には最も重要だと思っています。
　2025年4月に発表した千葉地区エチレン生産最適化にお
いても、エチレンプラントの協業先である住友化学株式会社
様をはじめ、お客様とも、誠意を持って対話を繰り返したこ
とで、いち早く方向性を決定してプロジェクトをスタートで
きたと感じています。国内のエチレン製造装置は低稼働が続
き、厳しい事業環境に置かれていますが、コンビナートユー
ザーに競争力のある基礎化学品を供給することが当社の重
要な使命です。現状２基あるエチレンプラントを住友化学様
との合弁会社である京葉エチレン株式会社に集約する計画
ですが、お客様へは最適化後の明確な方針をお伝えしたう

えで、すべてのお客様のご要望をしっかりと伺い、その中か
ら解決策を模索してきました。まさに、対話の重要性をあら
ためて実感する日々であり、「日本トップのエチレンセンター」
を目指すという決意を新たにしました。
　重視しているもう一つは、人材育成です。あらゆるミッショ
ンを遂行するうえでも、その土台になるのは「人」です。従業
員との双方向コミュニケーションを行う「経営トップキャラバ
ン」をはじめとする直接対話を幾度も重ねる中で、自分たち
の経験を若い世代にどう伝えるべきかに大きな課題を抱く
ようになりました。若手従業員との対話でしばしば感じるの
は、当然ではありますが、彼らと年長者との経験や知識の差
です。過去のデータや失敗事例などを含めたマニュアル類は
存在するものの、経験を伴わずにそれらをすべて理解しても
らうということは、やはり非現実的です。そこで現在、AIを活
用して先輩たちの経験則を集約し、若手従業員がタイムリー

に手順や対処法を導きだせるように構築すべく計画中です。
これを活用することで、先輩と同じ目線に近づくはずです。
これは喫緊の課題として、鋭意取り組んでいきます。

いつの時代も、一丁目一番地は「安全第一」で
あり、その努力が石油化学会社初のA認定に
もつながりました

　丸善石油化学が最も重要視していることは、「安全第一」
です。石油化学工業は、多種多様な化学製品を製造する産
業であるため、工場がある地域住民の皆様からの信頼が不
可欠です。これまで歴代引き継がれてきた当社の基本理念
および基本方針を継承し、安全に対する基本理念・基本方
針を表した「安全宣言」に、私も2025年4月に署名しました。

その基本理念では、「忘る
な安全第一」を掲げ、安全
が経営の第一原則であり、
企業の使命であることを
宣言しています。また、安
全を徹底するためには、基
本を忠実に実行するとい
う地道さが最も大切です。
あたりまえのように聞こえ
ますが、「報連相」を徹底し、

「安全第一」を繰り返し伝えていくことが経営者の役割だと
認識しています。
　安全に関しては、2025年2月に千葉工場が高圧ガスA認
定＊を取得しました。これは、石油化学事業所としては初の
取得となります。A認定は、高度なリスク管理体制と高度な
エンジニア教育の実施などの要件を満たし、高い保安力があ
ると評価されて取得できるものです。この認定により、事業
者自らが保安検査を実施することが可能になるなどの特例
措置も付与されます。千葉工場の従業員の懸命な取り組み
によってA認定を取得できましたが、保安力の向上という面
で大きく前進したと自負しています。当社設備には経年劣化
が進んでいるものもありますが、安全の基本を守りながら、
新しい技術も積極的に採用し、両輪で保安力を発揮してい
きたいと考えています。
　さらに、丸善石油化学として大切にしていることは、行動
基準である「CC10（Chemiway Commitment 10）」で
す。これは、お客様への誓い、地域の皆様への誓い、仲間（従
業員）への誓い、すべてのステークホルダーへの誓いで構成
された10の行動基準です。社会的責任を果たしながら持続

代表取締役社長 社長執行役員

舟橋 克之

2025 年４月１日

代表取締役社長 社長執行役員

長期ビジョン実現に向けたステップを 
着実に踏み出し、新時代を切り拓くべく、
変革に挑戦し続けます

 私たちは、技術と知識の向上に日々努力します。

私たちは、お互いの個性・価値観・人権を尊重します。

 私たちは、地球環境への影響を可能な限り低減します。
 私たちは、適正な情報をタイムリーに開示します。
 私たちは、法令を遵守し、誠実で正直に行動します。

すべてのステークホルダーへの誓い

仲間への誓い

 私たちは、高品質な製品を安定供給します。
 私たちは、付加価値の創造に絶えず挑戦します。

 私たちは、無事故・無災害操業を継続し、
  地域の皆様の安全と健康を守ります。
 私たちは、地域の皆様と積極的に対話し、

  その声には真摯に耳を傾けます。
 私たちは、地域の皆様の
  より良い生活環境づくりに貢献します。

お客様への誓い

地域の皆様への誓い

1
2

3

4

5

6
7

8

9
10

ステークホルダーの皆様へ　～トップメッセージ～
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行動基準 CC10



ステークホルダーの皆様へ　～トップメッセージ～

代表取締役社長 社長執行役員

馬場 稔温
ろです。どちらのプロジェクトも、2030年の実証を目標にし
ています。
　さらに、クリーンなエネルギー・製品・サービスの提供の実
現に向けて、2023年7月にISCC PLUS認証（国際持続可能
性カーボン認証）を取得しました。お客様のニーズに対応し
た販売をすでに開始しており、今後もバイオマスやリサイク
ル原料を用いた製品群の販売体制を整備していきます。

安全操業・安定供給も、重要な非財務の中期経営計画の
テーマです。先ほども少し触れましたが、製造現場の知見や
過去の技術検討資料をAIに学習させる概念実証を行いまし
た。これからも製造現場でのDXを加速させ、スマート保安
を一層推し進めていきたいと考えています。

的に成長していくためには、従業員一人ひとりが誠意を持っ
てCC10を実践することが大切であり、常に心がけて行動し
ています。

＊ 高圧ガスA認定：高圧ガス保安法に基づき「高度な情報通信技術を活用し
つつ､自立的に高い水準の保安を確保できる事業者」として経済産業大臣
から認定された特定認定高度保安実施者のこと。

日本トップのエチレンセンターとしてサプラ
イチェーンを支えながら、最先端の機能化学
品を追及していきます

　日本の石油化学産業は、中国をはじめとする大型装置の
新設や増強による世界的な供給過剰に加え、国内のエチレ
ン需要の減少など、厳しい事業環境下にあります。その一方
で、エチレンプラントの副生物も含めた石油化学品のサプラ
イチェーンが確立しており、安定的に供給することで収益を
確保できます。当社では、長期ビジョンの中で「日本トップの
エチレンセンター」をゴールの一つに掲げていますが、エチレ
ンセンターを核とした石油化学のサプライチェーンを今後
も守っていくことは当社の重要な使命です。2026年度をめ
どに京葉エチレンに製造装置を集約化するとともに、引き続
きコスモ石油株式会社との連携を強化しながら、京葉臨海
コンビナートのユーザー企業に競争力のある基礎化学品を
安定供給していきます。
　機能化学品事業では、半導体フォトレジスト用ポリマーの
事業に力を入れています。AIをはじめ、半導体需要はさらに
伸長していくと予想されます。当社は半導体製造に使用され
るKrF＊1レジスト用ポリマー、ArF＊2レジスト用ポリマー、そ
して最先端のEUV＊3レジスト用ポリマーともに世界トップク

次期中期経営計画では、長期ビジョンを見据
え、方向性を3つに絞ってさまざまな施策に取
り組んでいきます

　長期ビジョンとして、2050年の在りたい姿とスローガン
「Making Progress & Challenge ～人と化学で新時代
を切り拓く～」を掲げています。これらを実現するために、次
期中期経営計画の方向性として3つの柱を設定し、取り組ん
でいきます。
　第一に、エチレン生産最適化の確実な実行によって、競争
力のある基礎化学品事業を確実に運営し、収益基盤の強化
を図っていきます。石油化学品は、くらしや社会に不可欠な
製品であり、技術のアップデートも不可欠です。コスモ石油
との連携によって、省エネルギーやカーボンニュートラルの
取り組みを加速させていきます。
　第二に、化成品や機能化学品のさらなる事業拡大に向け

ラスのシェアを誇ります。お客様の需要や用途拡大に応え、
これまでの信頼をさらにゆるぎないものにするためには、研
究開発に携わる人材と装置への先行投資が非常に重要とな
ります。既存プラントでの追加増産に向けた投資のほか、将
来的な高付加価値製品の強化を見据えて、次世代EUV向け
レジスト用ポリマーの試作用装置の新設も推進し、当社の強
みをさらに向上させます。
　化成品においては、当社の主力商品の一つであるメチルエ
チルケトン（MEK）の拡販や輸出採算性の向上を図っていま
す。また、マルカゾールR（イソドデカン）は、汎用品用途での
需要増加が見込まれていることから、2025年２月に設備増
強を実現しました。どちらもエチレンプラントの副生物が原
料であり、自社で原料を有していることが最大の強みです。
今後も、お客様のニーズと当社の技術力がマッチする領域に
積極的に投資を行い、事業基盤と生産体制の強化を図って
いきます。

て、経営資源の投入を強化します。特に半導体フォトレジス
ト用ポリマーは、右肩上がりのさらなる成長が期待できるの
で、積極的な設備投資を行っていきます。
　そして第三に、新規事業の創出を実行していきます。半導
体フォトレジスト用ポリマーは30年以上前から取り組んで
きましたが、当初はこれほどまで伸長するとは見込んでいま
せんでした。同様に、新たな収益の柱となる新規事業も、あ
る程度、長い時間軸で考えていくことが肝要だと思っていま
す。まずは、2030年までに新たな収益の柱を構築したいと
考えており、2050年も視野にいくつかの製品や事業で可能
性をしっかり見極めていきたいと思います。

風通しの良さを活かしながら、新たな価値を
創造し、くらしと社会の健全な発展に貢献し
ていきます

　丸善石油化学は、「化学技術を基盤とし、くらしと産業の
健全な発展に貢献する」を企業使命とし、創業以来、ステー
クホルダーの皆様に支えられながら、これまで安定した経営
を続けることができました。
　当社は、風通しが良い企業風土があり、若手従業員もさま
ざまなアイデアを出して議論できる環境があります。これか
らも「人」の良さを活かしながら、新たな価値を創造すること
で、くらしと産業の健全な発展に貢献したいと考えています。
　当社は、エチレンの生産最適化を実行することにより、筋
肉質な体質と盤石な体制を構築できるめどがつきました。今
後とも引き続き、ご支援を賜りますようお願い申し上げると
ともに、これからの丸善石油化学にもぜひご期待ください。

　また、基礎化学品、半導体フォトレジスト用ポリマーに続
く第３の事業の柱を築くため、経営企画部の中に事業開発
グループを新設しました。これまでは、研究開発視点から新
規事業を検討してきましたが、当社グループの販売網や装
置の強みを起点に、収益性の高い新規事業の開発に着手し
ています。

＊1  KrF：（フッ化クリプトン）露光用光源であるエキシマレーザー。光源波長
248nm

＊2  ArF：（フッ化アルゴン）露光用光源であるエキシマレーザー。光源波長
193nm

＊3  EUV：（極端紫外線）レーザーでスズを照射して生成される高温プラズ
マを光源とする。光源波長約13.5nm

カーボンニュートラルへの取り組みを加速さ
せるとともに、DXによって安全操業・安定供
給を進化させていきます

　非財務中期経営計画として8項目を掲げて取り組んでい
ます。特に、主力事業であるエチレンプラントはCO2排出量
が多いことから、気候変動対策としてのカーボンニュートラ
ルへの取り組みがとりわけ重要だと認識しています。

当社は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）のグリーンイノベーション基金事業に採
択され、エチレンプラントにおけるアンモニアの燃料化と廃
プラスチックのケミカルリサイクルの2つの技術開発を、コ
ンソーシアムとしてスタートさせています。アンモニア燃料
化については、技術開発は順調に進捗しており、コストなど
の事業性の検証に移行しました。廃プラスチックのケミカ
ルリサイクルは、住友化学様との協働によって推進中であ
り、こちらもリサイクル技術の確立のめどが見えてきたとこ
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非財務中期経営計画

2.クリーンなエネルギー・製品・サービスの提供

8. 安全操業・安定供給

7. デジタル変革（DX）

6.グループリスクマネジメントの強化

5.コンプライアンスと理念・価値観の共有

3. 収益事業の構造改革

4. 人材の活躍推進・健康増進・働きがいの向上

1. 気候変動対策（カーボンニュートラルに資する施策の確実な実行）




